
 

 

提出日：令和５年４月５日  

学校名：県立伊勢原支援学校  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）案 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 20日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 24日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

自立と社会参
加をめざし、
キャリア教育
の観点から教
育内容を見直
すとともにわ
かってできる
授業を行うた
めの授業改善
を行う。 

① カリキュラム 
マネジメント実施
計画に沿って、自
立と社会参加の観
点から学びの連続
性の構築に向けた
教育課程の見直
し、学習内容の検
討を行う。 
 
 
 
 
②ICT 機器等を有
効に活用し、より
わかりやすく、主
体的に学ぶ授業づ
くりを進める。 

①・教育企画班及びリーダー
会を中心に、学習内容の学び
の連続性を踏まえて教育課程
と日課表を整理し、学習内容
を明確化する。 
・各学部における教育課程を
考慮した、計画的、系統的な
年間指導計画を作成し実践す
る。また、中間、年度末に計
画の見直しと授業、単元の振
り返りを行ない教育課程の整
理と課題の改善を行う。 
 
②・ICT 機器利活用の取組の
情報交換やミニ研修会などを
行い、誰もが取り組みやすい
効果的な活用方法について共
有する。 
・児童生徒のコミュニケーシ
ョン支援や主体的な学びの手
立てとして、より効果的に
ICT 機器を活用する。 

①・カリキュラム
マネジメント実施
計画に基づき、系
統的な学習内容と
日課表を整理し、
日課表と学習内容
を明確化したか。 
・より系統性を考
慮した年間指導計
画を作成し、活用
したか。 
 
 
②・ICT機器利活用
の 取 組 が 活 性 化
し、授業の工夫、
改善したか。 
・ICT機器の利活用
を推進し、児童生
徒の主体的な学び
を促進することが
できたか。 

①各学部において学習
内容及び日課表等の見
直しを行った。小学
部・訪問部・分教室に
おいては、指導グルー
プの変更、「特別活
動」や「特別な教科道
徳の時間」の設定等、
時間・内容ともに、よ
り実態に即した変更を
行うことができた。 
 
 
②情報の授業だけでな
く、ICT機器利活用の幅
が広がり、特性や発達
段階に応じて、教材の
提示や調べ学習等を行
い、児童生徒の主体的
な学びを引き出すこと
ができた。 

①年間指導計画につ
いては、今年度にか
けて書式を統一する
ことができたが、系
統的な活用実践まで
は至らなかった。次
年度に向けた一案
（教科の指導内容表
（仮））はすでに検
討中であるため引き
継いで進めていく。 
 
 
②ICT 機器利活用に
ついて、実践例を示
す等、授業に関する
研修会を開催し、授
業計画や教員相互の
授業研究ができるよ
うに準備を進めてい
く。 

学校運営協議会(以降
CS と表記)における報
告及び協議結果。 
 
①職員アンケートでは
「カリキュラムマネジ
メント実施計画に沿っ
て教育課程の見直し
(日課表等)学習内容の
検討が進んだ」につい
て 79.5％が肯定的な
評価を示した。(前年
度比 3.8↗) 
②CS での意見 
中学部をはじめ各学部
の ICT 機器の活用は、
就労をしていくうえで
も必要な力になる。 

①カリキュラムマネジ
メント実施計画に沿っ
て、各学部において学
習内容及び日課表等の
見直しを行った。時間
や学習内容ともに実態
に即した変更を行った
が、学部によって取組
に差がみられた。更に
学習内容の系統化を整
理していく。 
 
 
②各学部で、児童生徒
の ICT機器利活用の幅が
広がり、特性や学習状
況等に応じた指導が実
践された。より効果的
に ICT機器が利活用され
るよう研修や情報共有
を進める必要がある。 
 

①学習内容の学びの連
続性を踏まえて、書式
を統一した年間指導計
画に基づいた系統的な
指導支援を実践する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ICT 機器を有効に利
活用し、操作性の向上
と視覚情報を提示し、
わかりやすい授業を実
践するための研修会を
設定する。 
 
 

２ 

(児童・ 

生徒) 

生徒指

導・支援 

児童生徒一人
ひとりのおか
れている環境
や 障 害 の 状
況、発達段階
を含む困難さ
に応じ児童生
徒が主体的に
学び、課題を
解決する力を
身に付ける指
導・支援を行
う。 

 

 

 

 

 

 

① 全校共通のア 
セスメントを活用
し、児童生徒の状
態像をより的確に
とらえ、個別教育
計画の作成と教育
実践を行う。 
 
 
 
 
 
 
②児童生徒が主体
的に学び、自己選
択・自己決定する
力の育成を図る。 

①・全校共通アセスメントの
効果的な活用方法や個別教育
計画策定のポイントについて
研修を行い、周知、理解を図
る。 
・児童生徒の発達の状態と教
育的ニーズを的確に捉えた上
で目標・手立てを設定し、指
導・支援を実践する。 
・個別教育計画を活用したケ
ーススタディを計画的に実施
し、指導方法の改善、共有化
を図る。 
②・児童生徒の主体的な活動
を促す指導・支援方法や授業
実践について、教員間で共有
する。 
・良い実践について共有する
とともに、指導のスタンダー
ドとして定着を図る。 
 

①・全校共通アセ
スメントの活用方
法や個別教育計画
作成のポイントに
ついて、全職員が
理解し、個別教育
計画を作成するこ
とができたか。 
・児童生徒の状態
像を的確に捉え、
ケーススタディを
行い、個に応じた
授業実践、指導が
できたか。 
②・児童生徒の主
体的な活動を促す
授業実践や指導が
できたか 
・各学部で、よい
実践の共有と定着
が図られたか。 

①全校共通アセスメン
トを各学部で実施する
ことができた。結果を
分析し、個別教育計画
に反映させ、個に合わ
せた指導につなげるこ
とができた学部もあっ
たが、積極的な活用に
至らない学部学年もあ
った。 
 
 
 
②訪問部では、児童生
徒が自分自身の課題や
目標を理解し主体的に
学ぶための教材「ポジ
ティブ」を作成し、学
期ごとに振り返りを行
った。 

①全校共通アセスメ
ントを実施し、アン
ケートを取りまと
め、個別教育計画に
反映できているかを
確認した。より効果
的に活用できるよ
う、現在、個別教計
画反映表を作成中で
ある。 
 
 
 
②課題点や良い点、
頑張ったことなどを
児童生徒に伝えると
ともに、ファイルを
毎年引継ぎながら活
用し、成長の過程を
自身で確認できるよ
うにしていく。 

①職員アンケートでは
「全校共通アセスメン
トを活用し、児童生徒
の実態をとらえて個別
教育計画を作成した」
について 67.4％が肯
定的な評価を示した。 
アセスメントは実施し
たものの十分に活用で
きなかったことが数値
に表れている。 
 
 
②保護者アンケートで
は「教員はお子様の学
習状況や特性を教員間
で共通理解していると
思いますか」について
87.9%が肯定的な評価
であった。(前年度比
0.1↗) 

①全校共通アセスメン
トについて、昨年度は
検討と試行ということ
であったが、今年度は
アセスメントを実施し
実際に活用していくこ
とを目指した。しかし
ながら十分な活用とま
では至らなかった。今
後は具体例を示しなが
ら、支援担当等とも連
携し、個別教育計画に
も反映していきたい。 
②各学部で児童生徒の
主体的な活動を引き出
すため、視覚情報の提
示や教材の工夫を継続
している。 
学習場面や学習形態等
の工夫も引き続き検討
していく。 

①現在、作成中の個別
教計画反映表を活用し
ながら、全校共通アセ
スメントの結果を個別
教育計画に反映できて
いるかを確認してい
く。 
 
 
 
 
 
 
②児童生徒の主体性と
ともに、様々な学習活
動を通して、対話的な
学習場面を積極的に取
り入れ実践していく。 
 
 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 20日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 24日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指

導・支援 

将来を思い描
き、自ら選び
取ることので
き る 進 路 指
導・支援を行
う。 

①各学部において
キャリア教育の観
点による指導・支
援を充実させてい
く。 
 
 
 
 
②各学部と進路支
援班が協働して、
進路につながる内
容を授業に積極的
に取り入れるとと
もに、小学部から
高等部まで連続性
のある系統的な指
導・支援ができる
ようにする。 

①「キャリア教育推進のポ
イント」を基本に、将来身
につけたい力を明確にし、
系統的な指導計画を立て、
指導、支援を行う。 
 
 
 
 
②・進路支援班と連携し、各
学部それぞれの発達段階にお
ける進路指導について検討し
実施する。 
・児童生徒の社会参加に結び
つく指導・支援を実践する。
各学部の実践例について共有
する。 

①将来身に付けた
い力を明確にし、
授業実践を行った
か。 
 
 
 
 
 
②進路支援班と協
働し、児童生徒の
社会生活につなが
る指導・支援がで
きたか。 
 

①「キャリア教育推進
のポイント」を基本に 
将来身に付けたい力を
確認し、系統性を意識
した取組を各学部で実
践した。 
 
 
②高等部では生徒が体
験した上で適切な進路
選択ができるように、
２年次からの現場実習
の拡充を図った。 
分教室では進路専任が
１年生の「進路」の授
業を２回行い、初めて
の現場実習に向けての
心構えや実習の意義を
教えることができた。 

①内容を検討し、学
部間で確認・改定し
た「キャリア教育推
進のポイント」をよ
り系統性、連続性を
持たせて活用してい
く。 
 
 
②分教室各学年「進
路学習のシラバス」
を用いて授業を組み
立てることができ
た。更に次年度も系
統性を持たせた進路
指導を行っていきた
い。 

①保護者アンケートで
は「将来に向けて必要
な知識や技能を身に付
ける指導が行われてい
ると思いますか」につ
いて 86.1%が肯定的な
評価であった。(前年
度比 0.8↘)微減ではあ
るが高い評価を得てい
る。 
②CS での意見 
小学部段階ではできる
ことを増やすのが大
切。一人ずつ違うので
「なぜ」の視点で取組
むのは良い。 

①各学部で、将来身に
付けたい力を確認しな
がら連続性のある系統
的な取組を実践した。
「キャリア教育推進の
ポイント」の改訂も行
った。より系統的な指
導支援となるよう取組
を推進していく。 
②進路支援班と担任が
連携し、２年次の現場
実習を拡充したり、１
年生の進路学習を充実
させたりし主体的な取
組を通じて適切な進路
選択につなげることが
できた。更に情報発信
を積極的に行ってい
く。 

①改定した「キャリア
教育推進のポイント」
を基本に、それぞれの
発達段階にあわせた連
続性のある系統的な指
導実践を行う。 
 
 
 
②「進路のみかた」や
学校ホームページ等、
進路に関する情報をよ
り積極的に発信してい
く。 

４ 
地域等と

の協働 

共生社会の実
現に向け、地
域の様々な人
や機関との相
互交流の活動
を展開する。 

①学校運営協議会
を通して地域との
連携の充実化を図
る。 
 
 
 
 
 
 
 
②地域の学校の支
援教育体制の構築
に向け支援する。 

①・伊志田高校、石田小学校
との学校間の交流及び共同学
習や地域との交流の方法を工
夫し、計画的に取り組む。 
・学校間の連絡会を実施し情
報共有を丁寧に行う。 
・職員間の交流や合同研修会
等の実施について検討をす
る。 
・地域資源を活用した授業を
推進する。 
②・定期巡回相談の目的を
「地域の学校における支援教
育の充実化」と明確にし、実
施する。 
・市町教育委員会と連携をし
た取組として実施する。 

①・学校間交流や
地域との交流を実
施し、児童生徒間
の相互理解が進ん
だか。 
・職員間の交流が
図られたか。 
・地域資源の活用
が推進できたか。 
 
 
②・定期巡回相談
により、地域の学
校における支援教
育体制の充実化へ
の働きかけができ
たか。 
・市町教育委員会
と定期巡回相談の
目的について共有
できたか。 

①高等部及び分教室で
は、伊志田高校ととも
に模擬投票を行った。
本校生徒が多く投票に
参加したことで、投票
の仕方をお互いに見て
学ぶことができた。 
訪問部では「ちいき」
の時間の中で七沢の地
域資源を積極的に活用
し、交流の積み重ねが
できてきた。 
②定期巡回前に、目標
や課題を相手校と確認
し、実施後には「次回
に向けての見通し」等
を話す場を設け、各回
をつなげるように、
RPDCA サイクルを意識
的に取り入れた。 
 

①伊志田高校とは、
今後さらに同好会活
動等、生徒同士の交
流の機会を積極的に
設けていきたい。 
地域資源の活用につ
いても自治会や市町
村また企業とも連携
を深めていきたい。 
 
 
②市町教育委員会と
定期巡回相談の目的
についての共有は、
引き続き取り組んで
いく。 

①CS での意見 
・分教室の生徒に掃除
の仕方を教えてもらう
取組は、児童からも好
評で分教室生徒の自己
肯定感にもつながって
いるのではないか。 
・生徒に挨拶すると立
ち止まって挨拶を返し
てくれた。日ごろの指
導の成果だと感じた。 
②CS での意見 
地域で子どもを育てる
という意味でも切れ目
ない支援が大切だと感
じた。支援を必要とす
る子どもたちが増えて
いる中、支援級の在り
方や教員にノウハウを
伝えることが課題と感
じている。 

①学校運営協議会の各
委員の尽力により、学
校間交流やインターン
シップ実習における地
域との連携等を通じて
相互理解を深めること
ができた。今後、より
児童生徒同士の交流の
機会を増やし、地域資
源を活用して教育活動
を充実させていく。 
②定期巡回相談では、
プランシートを活用し
て、目標設定から振り
返りまで、各校担当者
とともに、より良い支
援について検討するこ
とができた。市町教育
委員会との定期巡回相
談の目的の共有につい
ては引き続き取組んで
いく。 

①今年度の実績を踏ま
え、学校運営協議会の
各委員と連携し、アイ
デアを出し合って教育
活動の充実を図ってい
く。 
 
 
 
 
 
②引き続き、市町教育
委員会と連携して定期
巡回相談の目的を共有
するとともに、地域の
学校の支援教育体制の
構築に向け、ケースに
寄り添った支援を推進
する。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

すべての職員
が教育課題を
的 確 に 把 握
し、当事者意
識を持ち学校
課題を組織的
に対応・改善
できる人材育
成と効率の良
い機能的な組
織 体 制 を 作
る。 
安心・安全

な学校づくり
を行う。 

①安心・安全な学
校環境の整備改善
とユニバーサルデ
ザイン化を図る。 
 
 
 
 
②事故・不祥事防
止に向けて、全職
員が主体的に課題
意識を持ち、より
安全な学校づくり
に向け、具体的な
改善を実施する。 

①児童生徒が過ごしやすく、
主体的に活動できる環境整備
を行う。 

 
 
 
 
 
②・ヒヤリハットの事案につ
いて、全職員で共有するとと
もに、改善方法、その後の取
組後の検証を行う。 
・実効性を重視した業務マニ
ュアル、要綱の改善、整理を
行い、学校安全を計画的、組
織的に推進するとともに、業
務の効率化を図る。 

①・児童生徒の発
達状態の把握とそ
れに必要な環境設
定の提案と改善を
行ったか。 
・学校環境のユニ
バーサルデザイン
化を進めたか。 
②・ヒヤリハット
事案から主体的に
改善方法を考え、
検証を行うことが
できたか。 
・ 業 務 マ ニ ュ ア
ル、要綱の改善、
整理を行い、業務
の効率化が図れた
か。 

①芸術鑑賞会では、感
染症対策を講じて実施
した。また聴覚過敏や
大勢の人が苦手な児童
生徒を対象に座席の位
置を工夫する等、安心
して参加できる場を設
定することができた。 
②ヒヤリハット事案を
ゼロにすることはでき
なかったが、学部会・
学年会で事案や事故報
告について検討した。
なぜ事故が起きたのか
を考え、お互いに注意
し合うことで後期は事
故を減らすことができ
た。 

①県のガイドライン
を確認しながら、し
っかりと感染症対策
を行いつつ、児童生
徒が安心して取り組
める行事や学習活動
の幅を拡大していき
たい。 
②事故・不祥事防止
に向けて、全職員が
自分事ととらえ、意
識を高めるともに、
事故が起きない仕組
みづくりが今後の課
題である。 
 

①保護者アンケートで
は「学校は児童生徒の
健康や安全に配慮して
いると思いますか」に
ついて 85.2%が肯定的
な評価であった。(前
年度比 9.6↘)「わから
ない」という回答が約
1 割を占めた。しっか
り情報を発信していく
ことが課題である。 
②職員の不祥事ゼロプ
ログラムアンケートで
は21項目すべてで85%
が「できている」「だ
いたいできている」と
回答している。更に
「できている」の割合
を高める必要がある。 

①感染症対策や、児童
生徒の特性に配慮し、
安心して学習に取組め
る環境設定を行うこと
ができた。今後は地域
との連携も視野に入れ
ながら、防災訓練等、
災害時対応力の向上を
図っていく。 
②朝の打合せや職員会
議、研修会を通して定
期的に注意喚起を行
い、事故・不祥事防止
の意識を高める取組を
計画的に実施した。更
に同僚性を高め、自分
事としてとらえるため
の取組を推進してい
く。 

①地域資源を活用しな
がら防災教育を推進
し、児童生徒が自らの
安全を確保できる取組
を実施する。 
 
 
 
②事故・不祥事の事案
を自分事ととらえるよ
う、総括教諭に限ら
ず、関係部署の班等に
発信する側の研修会講
師を幅広く担当しても
らう。 



 

 


